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町の考えを聞く

質
問
　
次
の
４
点
を
問
う
。

①
山
田
湾
内
４
漁
協
の
合
併
は

避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
と
あ
る
が
、
平
成
　
年
度

２１

内
の
合
併
に
向
け
て
の
支
援

と
は
。

②
新
た
な
観
光
事
業
が
展
開
で

き
る
よ
う
、
織
笠
漁
業
協
同

組
合
と
協
議
を
進
め
る
と
あ

る
が
、
協
議
の
内
容
は
。

③
循
環
型
社
会
形
成
推
進
事
業

を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
内
容
は
。

④
行
政
コ
ス
ト
縮
減
や
効
率
に

つ
い
て
は
、
特
別
職
等
給
与

の
減
額
、
管
理
職
手
当
の
減

額
や
職
員
定
数
の
削
減
な
ど

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と

あ
る
が
、
職
員
給
与
も
カ
ッ

ト
し
て
は
。

沼
崎
町
長
　

①
山
田
湾
内
４
漁
協
の
合
併
に

つ
い
て
は
、
大
沢
、
山
田
湾
、

織
笠
、
大
浦
漁
協
が
８
月
　２７

日
に
開
催
し
た
合
併
協
議
会

で
平
成
　
年
度
内
の
先
行
合

２１

併
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ

と
を
意
思
統
一
し
、
現
在
、

専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
合

併
計
画
案
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
町
と
し
て
は
、

副
町
長
が
協
議
会
の
副
会
長

に
就
任
し
た
ほ
か
、
担
当
課

長
、
主
幹
が
専
門
委
員
と
し

て
、
課
員
が
事
務
局
員
と
し

て
協
議
会
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
町
が
造

成
し
た
産
業
振
興
基
金
の
活

用
が
可
能
で
あ
る
。

②
織
笠
漁
協
と
の
協
議
と
は
、

小
島
の
取
得
に
向
け
て
、
売

買
価
格
や
契
約
締
結
、
引
き

渡
し
時
期
な
ど
を
具
体
的
に

協
議
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

③
内
容
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
の
こ
と
で
あ
り

「
個
人
設
置
型
」
と
「
市
町
村

設
置
型
」
が
あ
る
。
本
町
で

は
「
個
人
設
置
型
」
に
よ
り

整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後

の
計
画
は
、
平
成
　
、
　

年

２１

２２

度
に
、
そ
れ
ぞ
れ
　
基
ず
つ

１０

補
助
す
る
計
画
で
あ
る
。

④
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
や
条
例
に
基
づ

い
て
支
給
し
て
い
る
。
人
事

院
勧
告
は
、
毎
年
、
民
間
の

給
与
水
準
を
準
拠
し
た
も
の

で
あ
り
、
平
成
　
年
度
は
、

１７

給
料
表
の
水
準
を
平
均
４
・

８
％
引
き
下
げ
を
し
て
い
る
。

　
年
人
事
院
勧
告
は
、　

年

２０

１８

以
来
の
据
え
置
き
の
勧
告
と

な
っ
て
い
る
。
職
員
の
給
与

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
人

事
院
勧
告
を
尊
重
し
て
い
く
。

山田湾内４漁協の合併が期待されます
（浦の浜から見た山田湾）
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副
町
長
が
協
議
会
副
会
長
に
就
任
・
積
極
的
に
支
援

湾
内
４
漁
協
合
併
に
向
け
て
の
支
援


